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長期ビジョン
「KAWANISHI 2030」

中期経営計画
「Vision2024物流イノベーションへの挑戦」

2022年５月20日
川西倉庫株式会社



現 在 2024年 2027年 2030年

現状の延長線上の姿

Phase１ Phase２ Phase３

目標値から振り返って
何を計画するのか検討
を重ねる

成長
度合 中期経営計画

業績目標
営業収益260億円
営業利益12億円

長期ビジョン
業績目標

営業収益320億円
営業利益20億円

現状延長線
とのギャップ調整

長期ビジョン達成目標
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長期ビジョン



Phase3 2028～2030年度

長期ビジョン

Phase１ 2022～2024年度 Phase2 2025～2027年度

前中計までに完成した新倉庫

前中計までに完成した新倉庫

前中計までに完成した新倉庫 集荷強化による収益拡大/安定稼働

財務基盤
の強化

今後のあるべき物流企業の姿

Phase１ 成長戦略の具体的な施策を策定

業績の安定を維持しながら財務基盤を強化

前中計期に新設した倉庫の集荷強化にて早期安定稼働をめざす
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長期ビジョン

Phase3 2028～2030年度Phase１ 2022～2024年度

安定的業績基盤

成長戦略のための
積極的投資

へ

Phase2 2025～2027年度
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Phase２ 新しい取り組みを一気呵成に進める

Phase１にて築いた安定的業績基盤を土台として2030年への飛躍的発展を睨む
Phase３での成長戦略の完成に向けて大幅な業績伸長を計画



長期ビジョン

Phase3 2028～2030年度Phase１ 2022～2024年度 Phase2 2025～2027年度

Phase３ Phase１・２にて進めてきた様々な成長戦略の具体的施策の完遂
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営業収益 ：３２０億円
営業利益 ： ２０億円
営業利益率： ６.３％

川西倉庫グループ業績目標

次世代物流ソリューションへの挑戦

新設倉庫安定稼働による
収益利益の伸長

業務効率化による
利益拡大



長期ビジョン

成長戦略に向けた投資計画の概要（2022年～2030年度）

既存施設の再構築
Phase1、Phase2、Phase3

２０億円
物流センターの機能拡充/スマート倉庫他

倉庫その他の設備投資（定温機更新他）

基幹システムの再構築
Phase2

１０億円
次期基幹システム

業務効率化ツール他

成長に向けた戦略的投資
Phase２、Phase３

７０億円
次世代型物流倉庫/VMI・GDP倉庫/運送強化

地球にやさしい物流構築（カーボンニュート
ラル実現に向けた取組 他）

TOTAL １００億円
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中期経営計画 「Vision2024物流イノベーションへの挑戦」

Phase3
2028～2030年度

Phase１
2022～2024年度

Phase2
2025～2027年度

中期経営計画
「Vision2024
物流イノベーション

への挑戦」

基本方針
⚫取引先顧客への

サービス向上を第

一とし、当社のス

テークホルダーへ

の信頼関係の構築

を維持いたします

⚫健全な財務体質を意

識しながら経営基盤

の安定と強化を基本

とし、筋肉質な体質

を実現すべく、既存

事業について利益率

の改善を図ります

⚫高度情報化社会において激し

く変化し続けるビジネス環境

に対応し、日進月歩の最新技

術の適用検討を進めながら、

地球環境にやさしい物流を

テーマにSDGsやカーボン

ニュートラル等これからの社

会で企業に要求される様々な

課題に取り組みます
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中期経営計画 「Vision2024物流イノベーションへの挑戦」
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物流センターの機能拡充／スマート倉庫／スマートロジスティクス構想の検討

物流サービスの強化 Vendor Managed Inventory（VMI 倉庫）の提案

新設倉庫の安定稼働および集荷強化 運送部門強化

海外物流業務の強化 輸出貨物案件の取り扱い増加

メーカー物流の強化 通関体制の強化

① 既存事業の拡大・強化

② 成長に向けた取組と戦略的投資の調査研究

基 本 戦 略

次世代型荷役機械装置や業務効率化ツールの検討

次世代型物流倉庫の建設地／規模の検討

ＧＤＰ倉庫・運送の調査検討 基幹システム再構築の検討

既存施設の再構築の検討 地球環境にやさしい物流構築の検討

③ 社内体制の強化

オフィスワークの改革 ＲＰＡなどの省人化に寄与するシステムの導入による業務集約

コンプライアンスの強化 システム化推進による競争力強化

ダイバーシティへの対応 労働力不足に対応した人財戦略の強化

人事制度改革の実施 社内教育体制の充実

営業体制の強化 財務基盤の強化



川西倉庫グループの取り組み

次世代物流ソリューションへの挑戦

① 既存事業の拡大・強化 ② 成長に向けた取組と戦略的投資

の調査研究

③ 社内体制の強化

⚫物流センターの機能拡充／スマー

ト倉庫／スマートロジスティクス

構想の検討

⚫物流サービスの強化 Vendor 

Managed Inventory（VMI 倉

庫）の提案

⚫次世代型荷役機械装置や業務効率化

ツールの検討

⚫次世代型物流倉庫の建設地／規模の

検討

⚫ＧＤＰ倉庫・運送の調査検討

⚫ＲＰＡなどの省人化に寄与するシステ

ムの導入による業務集約

⚫システム化推進による競争力強化
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川西倉庫グループの取り組み

地球にやさしい物流

経 済 社 会 環 境 ガバナンス

・ＤＸの推進

・グリーン物流パートナーシップへの取組み

・物流総合効率化法の取組み

・最適なサプライチェーンの構築

・資源効率と省エネの促進

・インドネシアでのコールドチェーンの構築

（現地スタッフ採用・現地雇用の促進）

・賃金の支払いを通じた不平等の削減

・労働力不足に対応した人財戦略の強化

・コーヒー豆やココア豆の生産地である開発途

上国への支援協力（IWCA協会への加入）

・ホワイト物流への取組み

・物流サービスの品質向上の強化

・ダイバーシティへの対応

・多様性に配慮した労働環境の整備

・人事制度改革の実施

・社内教育体制の再構築

・持続可能なインフラの整備

・ＤＸ推進による機械化、自動化による労働

負担軽減

・働き方改革の推進

・全社員における夏季休暇５日＆冬季休暇３日

取得の徹底

・倉庫施設８箇所での太陽光発電の継続

・グリーン経営認証の取得

・物流総合効率化法の取組み

・脱フロン化の取組み

・次世代エネルギー活用の検証

・資源効率と省エネの促進

・リサイクル物流の促進

・グループガバナンスの体制強化

・ＩＲ活動を通じた投資家との対

話の促進

・取引に関する法令の遵守と継続

的な啓発

・協力会社との対話の活性化

・ＳＤＧｓの目標達成の検証

・取締役会での定期的検証


